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◆    研究概要研究概要研究概要研究概要 

1)  実存倫理思想の研究． 

2)  応用倫理学の研究． 

3)  哲学的生命論の研究． 

 

◆    原原原原    著著著著 

1)  Morinaga, Shinichiro : Die aktuelle Debatte über Forschung an menschlichen Embryonen und Menschenwürde aus japanischer 

Perspektive. Zeitschrift für Medizinische Ethik, 57(1) Grenzsituationen : 39-52, 2011. 

2)  盛永審一郎：比較：オランダ・ベルギー・ルクセンブルク安楽死法．生命倫理研究資料集（富山大学），V：29-41，

2011． 

3)  盛永審一郎：iPS細胞研究の共犯可能性―日本の生命倫理政策に対する懸念．生命倫理研究資料集（富山大学），V：

195-200，2011． 

 

◆    学会報告学会報告学会報告学会報告 

1)  盛永審一郎：iPS細胞における倫理的共犯性．日本医学哲学・倫理学会公開講座，2011，2，26，東京． 

2)  盛永審一郎：生殖細胞研究―身体の倫理と生資本主義の精神．実存思想協会第 27 回大会，講演会，実存主義協会，

2011，6，25，東京． 

 

◆    そのそのそのその他他他他 

1)  盛永審一郎：丸い石―映画『おくりびと』における生と死．ふるさと文学県民講座，富山，2011，9，3． 

2)  盛永審一郎：狭い意味での自発的安楽死の倫理的許容性―クヴァンテの Persönlichkeit．生命倫理研究資料集（富山

大学），V：99-114，2011． 

 


